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御 挨 拶 

 

整形外科・皮膚科しまがきクリニック   

院長 島垣 斎 

 

日本人の平均寿命は近年、男女とも 80歳を超えるまでに長寿となりましたが、介護など

を必要としない健康寿命は、それより男女とも 10年前後短いものとなっています。すなわ

ち、この平均寿命と健康寿命の差が介護を必要とする期間となることから、この差をでき

るだけ縮めることが急務となっています。介護を必要とする身体状況につながる原因とし

て挙げられる、認知症、メタボリック症候群、ロコモーティブ症候群のうち、ロコモーテ

ィブ症候群は運動機能の低下からおこるものであり、いわゆる足腰が弱くなるものです。

その要因として、骨が弱くなる骨粗鬆症、軟骨の変性でおこる関節症、そして筋力低下に

つながるサルコペニアが問題となっています。このうち、骨粗鬆症は介護を必要とする骨

折に直結するため、その予防は非常に重要となりますが、大腿骨頸部骨折を初め未だ日本

では確実な減少傾向が得られておりません。 

現在では骨密度や骨質を改善することで骨粗鬆症を治療する薬剤が多く存在し、内服薬

の処方や、注射治療をすることで、骨折を予防することが可能になっています。しかし、

骨粗鬆症への理解不足、薬剤服用の煩雑さ、医療連携の不備、などなどで未だ十分な骨粗

鬆症治療がなされているとは言い難い状況です。骨粗鬆症の治療は、医師だけ、あるいは

病院や診療所だけで完結するものではなく、現在では介護関係を含めた多職種間での理解

と連携が必須となってきていると言っても過言ではありません。院外薬局の薬剤師、理学

療法士、栄養士など多くの職種の方から介入して頂くことで、骨粗鬆症への治療介入、骨

粗鬆症治療のアドヒアランスの向上などが図られるものと思われます。 

再骨折予防研修会を通して、多職種の方々が骨粗鬆症診療を理解され、お互いに連携す

ることで骨粗鬆症による骨折を少しでも予防できるよう、願ってやみません。 









 



 









 







 

 

第３回再骨折予防研修会  事前アンケート      平成26年12月11日 

職種・勤務先に○をつけてください。 

職種：医師，歯科医師，看護師，保健師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，MSW，ケアマネージャ，

介護職（ケアワーカー），薬剤師，管理栄養士，栄養士，事務職(クラークを含む），その他（     ） 

職種の勤務年数（   年） 

勤務先：病院，診療所，入所型施設＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

行政，調剤薬局，居宅サービス事業所＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿，その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

◆過去２年間の出席回数でお答えください。 

骨粗鬆症や再骨折予防に関連する講演会・研修会に（今回も含め）何回出席しましたか？（    回） 

◆該当回答項目を○で囲んでください。 

1. あなたは「新潟市の骨粗鬆症ケア」について十分に理解していますか。 

十分にしている，  まあ理解している，  あまり理解していない，  全く理解していない 

 

2. あなたは「骨折後の口腔ケアについて」十分に理解していますか。 

十分にしている， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

3. あなたは「骨折患者の栄養サポート」について十分に理解していますか。 

十分にしている， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

4. あなたは「骨粗鬆症マネージャー」の資格について、十分に理解していますか。 

十分にしている， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

5. あなたは「骨粗鬆症マネージャー」の資格取得を希望しますか。 

既に取得済み  来年度取得したい   取得を検討中   取得しない 

 

6. あなたは「骨粗鬆症（骨折）リエゾンサービス」について十分理解していますか。 

十分に理解している， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

7．骨粗鬆症に基づいた脆弱性骨折の予防に、あなたは患者様（対象者）に何を勧めていますか。 

運動, 一般運動療法，栄養改善, 栄養療法，薬物治療，転倒予防，住宅改修，その他 

（勧められていること全てに○をお付けください。） 

 

具体的に実施されていることを、お教えください。 

 



 

 

第3回再骨折予防研修会 事後アンケート      平成26年12月11日 

職種・勤務先に○をつけてください。 

職種：医師，歯科医師，看護師，保健師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，MSW，ケアマネージャ，

介護職（ケアワーカー），薬剤師，管理栄養士，栄養士，事務職(クラークを含む），その他（     ） 

職種の勤務年数（     年） 

勤務先：病院・診療所・入所型施設＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

行政・調剤薬局・居宅サービス事業所＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿；その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

◆該当回答項目を○で囲んでください。 

1. あなたは「新潟市の骨粗鬆症ケア」について十分に理解していますか。 

十分にしている，  まあ理解している，  あまり理解していない，  全く理解していない 

 

2. あなたは「骨折後の口腔ケアについて」十分に理解していますか。 

十分にしている， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

3. あなたは「骨折患者の栄養サポート」について十分に理解していますか。 

十分にしている， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

4. あなたは「骨粗鬆症マネージャー」の資格について、十分に理解していますか。 

十分にしている， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

5. あなたは「骨粗鬆症マネージャー」の資格取得を希望しますか。 

既に取得済み  来年度取得したい   取得を検討中   取得しない 

 

6. あなたは「骨粗鬆症（骨折）リエゾンサービス」について理解されましたでしょうか。 

十分に理解している， まあ理解している， あまり理解していない， 全く理解していない 

 

7．骨粗鬆症に基づいた脆弱性骨折の予防に、何が有効とお考えですか。順位をつけ３つ選択して 

番号を（   ）内に入れてください。最も有効（ 1 ）； 相当有効( 2 )； 有効 （ 3 ）                                    

運動(  ), 一般運動療法(  )，栄養改善(  ), 栄養療法(  )，薬物治療(  )， 

転倒予防(  )，住宅改修(  )，その他(    ) 

 

あなたのお立場から、次をお聞かせください。 

① 骨粗鬆症の治療とそれによる骨折予防に向けた多職種協働についての具体的なご提案、 

 

 

② 本研修会のご感想,今後のご希望 

 



 

 

140 名

医師 9 名 ケアマネージャー 10 名
歯科医師 1 名 0 名
看護師 37 名 薬剤師 15 名
保健師 2 名 管理栄養士 9 名
理学療法士 22 名 事務職（クラーク含） 5 名
作業療法士 9 名 歯科衛生士 2 名
言語聴覚士 3 名 検査技師 2 名
ＭＳＷ 11 名 その他 2 名

無回答 1 名

5年未満 30 名 30年～34年 11 名
5年～9年 20 名 35年以上 3 名
10年～14年 25 名 無回答 10 名
15年～19年 14 名
20年～24年 15 名 平均勤続年数
25年～29年 12 名 年

病院 86 名 行政 3 名
診療所 15 名 包括支援センター 2 名
居宅サービス事業所 13 名 その他 1 名
調剤薬局 11 名 無回答 5 名
入所型施設 4 名

0回 20 名 5回以上 6 名
1回 33 名 10回以上 2 名
2回 32 名 無記入 13 名
3回 28 名
4回 6 名 平均回数 回

1) あなたは 「新潟市の骨粗鬆症ケア」 について十分に理解していますか

1 十分にしている 2 件

2 まあ理解している 49 件

3 あまり理解していない 71 件

4 全く理解していない 17 件

5 無回答 1 件

2) あなたは 「骨折後の口腔ケア」 について十分に理解していますか

1 十分にしている 0 件

2 まあ理解している 20 件

3 あまり理解していない 91 件

4 全く理解していない 29 件

5 無回答 0 件

3) あなたは 「骨折患者の栄養サポート」 について十分に理解していますか

1 十分にしている 0 件

2 まあ理解している 43 件

3 あまり理解していない 78 件

4 全く理解していない 18 件

5 無回答 1 件

※ ヘルパーは介護職に含めました

事前アンケート結果

アンケート実施

職種

2014年12月11日

勤続年数アンケート対象

勤務先

介護職（ケアワーカー）

2.1

過去2年
研修会

参加回数

13.8



 

 

4) あなたは 「骨粗鬆症マネージャー」 の資格について十分に理解していますか

1 十分にしている 7 件

2 まあ理解している 18 件

3 あまり理解していない 65 件

4 全く理解していない 50 件

5 無回答 0 件

5） あなたは 「骨粗鬆症マネージャー」 の資格取得を希望しますか

1 既に取得済み 6 件

2 来年度取得したい 3 件

3 取得を検討中 51 件

4 取得しない 76 件

5 無回答 4 件

6) あなたは 「骨粗鬆症（骨折）リエゾンサービス」 について十分理解していますか

1 十分にしている 5 件

2 まあ理解している 24 件

3 あまり理解していない 67 件

4 全く理解していない 44 件

5 無回答 0 件

7) 骨粗鬆症に基づいた脆弱性骨折の予防に、あなたは患者様（対象者）に何を勧めていますか

運動療法 56 件 薬物療法 48 件

一般運動療法 33 件 転倒予防 88 件

栄養改善 48 件 住宅改修 35 件

栄養療法 29 件 その他 1 件 （具体内容記載なし）
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具体的に実施していること

職種 勤続年数 勤務

18 理学療法士 10 病院

48
ケアマ

ネージャー
25 入所型施設

50 薬剤師 13 調剤薬局

58 看護師 20 病院

59 医師 20

68 看護師 18

80 看護師 10 病院

85 看護師 病院

95 理学療法士 12 病院

97 看護師 30 病院

転倒を予防するために歩き方の指導や環境整備のアドバイス。

フォルテオ注の継続指導、教育入院。看護師、栄養科、薬剤、リハビリ部門、個々に
おける再骨折予防のための退院指導。

一般診療の一部として

治療を継続していただくために患者さまの立場で骨粗鬆症について説明し、再骨折
予防手帳を活用し指導していく

運動することで骨が作られやすくなると説明している。リハスタッフと情報共有しなが
ら家屋改修を進めている。転倒予防のため適切な環境設定を提供している。

自宅へ退院する前に家屋評価に行き必要な住宅改修をしている。転倒予防。

記載内容

Ｃａの摂取、日光浴、運動

環境整備

家の中でもカーペット等の段差に注意するよう指導

患者さんに手帳の活用方法や、院内でチームを作って患者さんのサポートを行って
いることを説明。患者さんの現状を本人や家族に説明。骨折のリスクを説明。栄養、
運動、薬物、環境整備の必要性を説明。退院後の患者さんに対してフォローを行うこ
との説明。退院後電話で聴き取り。必要時はケアマネ、かかりつけ医と連携を取り指
導。



 

 

総計 134 名

医師 8 名 ケアマネージャー 8 名
歯科医師 2 名 1 名
看護師 34 名 薬剤師 13 名
保健師 2 名 管理栄養士 8 名
理学療法士 20 名 事務職（クラーク含） 6 名
作業療法士 9 名 歯科衛生士 2 名
言語聴覚士 3 名 検査技師 2 名
ＭＳＷ 14 名 その他 1 名

名 無回答 1 名

5年未満 31 名 30年～34年 9 名
5年～9年 19 名 35年以上 5 名
10年～14年 24 名 無記入 13 名
15年～19年 9 名
20年～24年 14 名 平均勤続年数
25年～29年 10 名 年

病院 80 名 行政 3 名
診療所 13 名 包括支援センター 2 名
居宅サービス事業所 7 名 その他 1 名
調剤薬局 12 名 無回答 13 名
入所型施設 3 名

1) あなたは 「新潟市の骨粗鬆症ケア」 について十分に理解していますか

1 十分にしている 6 件

2 まあ理解している 82 件

3 あまり理解していない 43 件

4 全く理解していない 3 件

5 無回答 0 件

2) あなたは 「骨折後の口腔ケア」 について十分に理解していますか

1 十分にしている 10 件

2 まあ理解している 92 件

3 あまり理解していない 30 件

4 全く理解していない 2 件

5 無回答 0 件

3) あなたは 「骨折患者の栄養サポート」 について十分に理解していますか

1 十分にしている 8 件

2 まあ理解している 93 件

3 あまり理解していない 31 件

4 全く理解していない 2 件

5 無回答 0 件

4) あなたは 「骨粗鬆症マネージャー」 の資格について十分に理解していますか

1 十分にしている 5 件

2 まあ理解している 64 件

3 あまり理解していない 56 件

4 全く理解していない 7 件

5 無回答 2 件

事後アンケート結果

アンケート実施 2014年12月11日

アンケート対象

勤務先

勤続年数

職種

14.1

※ ヘルパーは介護職に含めました

介護職（ケアワーカー）



 

 

5） あなたは 「骨粗鬆症マネージャー」 の資格取得を希望しますか

1 既に取得済み 5 件

2 来年度取得したい 7 件

3 取得を検討中 38 件

4 取得しない 77 件

5 無回答 7 件

6) あなたは 「骨粗鬆症（骨折）リエゾンサービス」 について十分理解していますか

1 十分にしている 6 件

2 まあ理解している 65 件

3 あまり理解していない 52 件

4 全く理解していない 6 件

5 無回答 5 件

7) 骨粗鬆症に基づいた脆弱性骨折の予防に何が有効とお考えですか。

順位をつけて３つ選択してください。

※１位：３点、２位：２点、３位：１点としてポイントを集計

運動 一般運動療法 栄養改善 栄養療法 薬物治療 転倒予防 住宅改修 その他
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① 骨粗鬆症の治療とそれによる骨折予防に向けた多職種協働についての具体的なご提案

職種 勤続年数 勤務

29 看護師 5 病院

30 医師 診療所

33 理学療法士 12 病院

34 理学療法士 病院

45 その他 2 その他

65 理学療法士 6 病院

75 ケアマネージャー

91 看護師 30 包括支援センター

94 看護師 20 病院

95 理学療法士 3 病院

107 保健師 3 包括支援センター

110 ＭＳＷ 1 病院

144 看護師 30

147 ＭＳＷ 4 病院

148 看護師 13 診療所

167 看護師 27 病院

薬剤師 6 調剤薬局

169 ＭＳＷ 13 病院

178 看護師 10 病院

職種 勤続年数 勤務 記載内容

ケアマネです。転倒骨折、圧迫骨折で入院してその後在宅での生活が難し
くなってしまった利用者さんをたくさん見てきました。転倒を予防することに
気をつけてはいるものの、骨粗鬆症を予防し転倒しても折れない骨を作る
事ができれば在宅で生活できる方が増えるのではと希望が持てました。た
だどのように利用者さんにつなげていけばいいかが分かりませんでした。

骨粗鬆症マネージャーどこにいるのですか？在宅で活用するにはどこに連
絡したらよいのでしょう。

地域での継続した予防。

退院後、ケアマネなどを通し、きちんと通院やリハビリのフォローがされてい
るかのチェックが必要。

骨粗鬆症検診の受診率を上げるための取り組みについて考えていきたい。
（医療関連施設でのＰＲポスター設置等）

個人では難しいことが多いので、地域や行政も加わることが大事。

この会を利用して、骨粗鬆症に関する定期的な研修（広く浅く～狭く深く）

病院では転倒リスクを考えるあまり病棟内での活動制限が多くみられてい
る。多職種で方向性などの検討をもっとしていくべき。

骨粗鬆症の連携手帳の活用

患者さんに配布できるパンフレットを作成してもらうと、病院、薬局などで配
布できて受診か検診につながるのではないか。

患者さんに予防の必要性を理解してもらう取り組みを考えたい。主役は患
者さん。

薬剤師、理学療法士等の具体的活動についてもっと知りたい。

開業医と病院、医師、薬剤師、看護師をつなぐ地域包括支援センターの活
用で、在宅高齢者への服薬指導や生活指導ができるのではないか。

実践しているＨＰを参考にした勉強会をしてはどうでしょうか。

再骨折予防手帳の活用をし、病院にいる間だけでなく長期的に関わり情報
を得られるとよいなあと思いました。多職種の協働については回復リハ棟で
は日常的によく取れていると思うので相互理解をより深めるために一緒に
勉強や意見交換する機会があるとよいなあと思いました。栄養科との連携
は少ないと思いました。

骨折予防にむけて多職種協働、連携はとても大切だと思うが、その前段階
の高齢者およびその家族に向けてもう少し骨粗鬆症の理解を深めてもらう
必要があるのではないかと思う。

記載内容

日々の業務に流されることなく専門のキーパーソンとなる人にそれぞれ協
力してもらうことで上手くいくように思える。

ＰＴの転倒予防のｅｘを考え指導した際、覚えるまで病棟でやってもらいた
い。

・骨粗鬆症マネージャーを具体的に活用するにはどうすればよいか　・地域
への周知が大切→どのように考えているか。

 



 

 

職種 勤続年数 勤務

185 事務職（クラーク含） 3 病院

190 薬剤師 20 調剤薬局

理学療法士 8 病院

看護師 18 病院

管理栄養士 5 病院

作業療法士 3 病院

医師 27 病院

看護師 8 病院

看護師 25 居宅サービス事業所

看護師 居宅サービス事業所

理学療法士 6 病院

② 本研修会のご感想、今後のご希望

職種 勤続年数 勤務

1 医師 診療所

10 作業療法士 9 診療所

24 看護師 26 病院

25 ケアマネージャー 0.5 居宅サービス事業所

26 理学療法士 10 病院

27 理学療法士 10 病院

28 作業療法士 12 病院

職種 勤続年数 勤務

記載内容

多職種が協働するためにリーダーが必要。医師が望ましい。もしくはＰＴか
らの提案を医師が認めて欲しい。

現在、チームとして活動できる状況ではないため、どのように進めたらよい
か悩み中です。多職種の連携は大切であるため、それぞれの専門で説明
していける環境が必要であると思う。

栄養相談も骨粗でし同僚が取れるとよいと思いました。

治療薬や口腔ケア、栄養等、運動以外の原因にも着目し、医師や他職種と
連携をとってサポートしていきたいと思います。

マネージャー中心の会議を設ける。

今後も骨粗鬆症について定期的な研修を行ってください。

骨粗になった方よりも、若い方々への栄養指導。高齢者を持つ家族への指
導。

認知症のあるがたの骨折が多い。その対策は？家族の協力が不可欠だ
が難しいと思う。

市の検診で治療が必要な方が出たら、地域の病院、クリニックと連携して
運動療法（筋力トレーニング）や栄養指導など専門家が関われると良い。

有意義なお話ありがとうございました。

市で行っている健診や相談会は、市民に骨粗鬆症を知ってもらうには良い
取り組みだと思うが、山本先生がおっしゃった通り解決策にはなっていない
と思います。

ビスホスホネート内服、注射と抜歯の関連性が良くわかり勉強になりまし
た。

ケアマネージャーとして連携や役割がよくわからない。何をどうすればいい
のか教えて欲しい。

骨粗鬆症マネージャーが集まり、各病院でどのように活動していったらよい
のか話し合う場があると良いと思う。

多職種のお話が聞けてとても勉強になりました。

骨折予防として口腔ケアや栄養面など様々な面から各職種がチームアプ
ローチとして関わることで予防に有効になると感じました。興味を持って関
わっていければと思いました。

医師、歯科医師、薬剤師、栄養士等の密接な連携の必要性について骨粗
鬆症の患者予備軍にしっかり意識付けを行う。それぞれの職種の現場で一
冊の本にして読んでもらうよう声がけをすると良いと思います。

記載内容

治療の継続と患者様と家族への教育。

記載内容



 

 

職種 勤続年数 勤務

32 理学療法士 6 病院

34 薬剤師 30 調剤薬局

事務職（クラーク含） 24 病院

37 看護師 30 居宅サービス事業所

43 看護師 30 包括支援センター

46 看護師 20 病院

48 ＭＳＷ 1 病院

55 ＭＳＷ 1 病院

59 管理栄養士 1 病院

72 ＭＳＷ 4 病院

73 作業療法士 3 入所型施設

82 作業療法士 10 病院

93 ＭＳＷ 4 病院

94 看護師 40 居宅サービス事業所

100 看護師 13 診療所

112 薬剤師 6 調剤薬局

137 歯科医師

138 看護師 10 病院

142 事務職（クラーク含） 3 病院

職種 勤続年数 勤務 記載内容

いろいろな職種の方々の話が聴けて参考になった。

歯科医師です。ＢＰ製剤との関わりを聞きに来たのですが、あまり情報がな
くて残念でした。歯科との連携もぜひお願いしたいと思います。

多分野が骨折に関わることが重要であることを学べました。自分は福祉職
ですが運動や栄養にも目を向けていきたいと思います。このような多分野
の先生の話を聞けるとありがたいです。

骨折についてこれだけ地域が関わっているのは知らなかった。栄養だけで
なく、他分野も理解していきたい。

多職種が集まれる良い機会。毎回参加します。

骨粗鬆症マネージャーの役割をもっと明確にしてもらいたい。

時間不足

とても勉強になりました。

再骨折予防のためには様々なアプローチがあり、多職種の連携が重要だと
感じました。大変勉強になりました。

老人介護の現場にいると老人の食生活や口腔内の問題の大きさに気づき
ます。この食や口腔の領域の方も取り込んで研修会の輪を広げていけたら
いいと思います。

記載内容

行政の方のお話も聴く事ができました。

色んな職種、立場からの骨粗鬆症、骨折予防への取り組みが聴けて非常
に興味深かったです。新たに学んだことが多くありました。

貴重な研修会ありがとうございました。健康寿命の延長のためには骨折予
防が重要と思います。多職種に向けての研修会をお願いします。

ビスフォスフォネート剤を内服している方への歯科の対応について具体的
に聴けて大変参考になった。

骨粗鬆症マネージャーのことを知って興味を持ちました。私もリハビリ職員
として栄養科の方とも連携し、予防に努めたいと思った。

多種の職種が一堂に集合し、テーマに沿って研修できました。このような会
があることを初めて知り、今後も仕事に活かしたいと思います。

せっかくの講演、時間が対して演者が多く早口になり？？？具体的に運用
している参考事例発表。（多職種での）

手帳の活用の仕方について、相談できて良かったです。参考にがんばりま
す！ありがとうございました。

大変勉強になりましたが、時間が遅くて出席しにくいです。
 



 

 

職種 勤続年数 勤務

薬剤師 20 調剤薬局

144 看護師 10 診療所

146 看護師 30 病院

147 薬剤師 31 調剤薬局

151 理学療法士 8 病院

158 管理栄養士 病院

161 看護師 18 病院

171 管理栄養士 5 病院

186 薬剤師 33 病院

193 作業療法士 3 病院

医師 27 病院

薬剤師 12 調剤薬局

看護師 居宅サービス事業所

記載内容

デイサービスにも勤務しているが、骨粗鬆症マネージャーが役立つと感じ
た。

協働、とても良い。多くの方々の参加および一般の方への宣伝が大切→
ネット、ＩＣＴの使用

内容が多すぎるので、もう少し余裕をみてもいいのでは？

短時間で内容が多すぎた。もっと回数を増やしてじっくり受講したい。

ビスホスホネート、ビタミンＤ、カルシウム剤を服用している患者が多いた
め、サプリメントでの栄養摂取に注意しなければいけないと改めて考えさせ
られました。これからは口腔ケアも含めて説明できたら良いと思いました。

骨粗というよりは人間全般にいえることだと思う。

院内でのアナウンス、広げる行動が難しいので、その解決策等を講演して
いただきたい。

院内、院外の連携を深め、協働して進めていきたいと思いました。

実際に活動している方々からの話が聴きたい。マネージャーの集まりの場
があればよいと思う。

１症例について多職種が行った関わりを提示してもらいたい。

ある病院で行っているチーム医療の症例などの発表があったらぜひ聴いて
みたい。

新潟から予防率を増やしていけるようにしていきたいです。

色々な職種の方から話を聴く事ができてとても勉強になりました。

 



 

 

1)

理解

2) 「骨折後の口腔ケア」についての理解

3) 「骨折患者の栄養サポート」についての

理解

4) 「骨粗鬆症マネージャー」の資格に

ついての理解

5) 「骨粗鬆症マネージャー」の資格取得の

6) 「骨粗鬆症（骨折）リエゾンサービス」

十分、 かなり まあまあ

あまり 全く

回答なし

希望

についての理解

事前・事後比較

「新潟市の骨粗鬆症ケア」についての

6

2

82

49

43

71

0

5

3

17

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

10 92

20

30

91

2

29

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

8 93

43

31

78

2

18 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

5

7

64

18

56

65

7

50

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

5

6

7

3

38

51

77

76

7

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

事前Ｎ＝140
事後Ｎ＝134

6

5

65

24

52

67

6

44

5

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

0

0

 



 

あとがき 

 

 

新潟リハビリテーション病院 

新潟骨の科学研究所 啓発部門 

  髙橋榮明 

 

 

第３回再骨折予防研修会の報告書をお届けいたします。今回は４名の講師による

講義がありました。新潟市健康つくり推進室の坂井さんによる骨粗鬆症健診から予防

相談室へ移った経緯、新潟医療福祉大学・新潟リハビリテーション病院の今井先生に

よる口腔ケア、新潟医療福祉大学の塚原先生による栄養サポート、骨粗鬆症マネー

ジャーについて新潟リハビリテーション病院の山本院長が講演されました。今回から

講義内容はこの報告書に掲載されて、新潟市医師会のホームページに収載すること

となりましたので、職場における再学習に利用していただきたい。 

 

骨折を受傷した高齢者に限らず、日常の業務として高齢者をケアする医療職、福

祉職にとって口腔ケア、栄養サポートは重要です。 事前アンケートでは、参加者の

皆さんが患者さんに勧めている骨折予防は転倒予防、運動療法、栄養改善の順序で

した。事後アンケートでは、３つ選択していただき、１位3点、２位2点、３位１点の重み

付けをして、集計しました。その結果、１位栄養改善、２位転倒予防、３位薬物治療で

した。これら３つのことを、今回の再骨折予防研修会において参加者が共有できたこ

とは素晴らしいことです。 

 

本研修会の意義を考えてみます。参加者はここで得た知識を活用し、自分自身の

中だけでなく、これを病院、診療所、自宅、あるいは各施設の同僚勤務者に伝え、ど

のように再骨折予防を実践し、高齢者ケアの質を向上させていくかが、これからの課

題です。さらに骨折高齢者本人、その家族に再骨折は予防できるのだと知っていただ

くことが最も重要です。  

 

自由記載の欄で、参加した皆様のいろいろのご苦労、工夫、実践のご経験が述べ

られていました。再骨折予防手帳の使用など、とても参考になります。各職場におい

ては、出来る小さなことから始めましょう。 


